
 

 

特定化学物質の掲示内容を更新しましょう！ 

特定化学物質の掲示内容について、一部が変更されました。 

阿南労働基準監督署(R6.9) 

 安全衛生法令の改正により、特定化学物質の掲示物の対象物質およびその掲示

内容が変更され、新たな掲示方法が示されました。 

掲示対象物質および掲示内容の変更点 

 

特定化学物質の名称 クロロホルム 

特定化学物質により生ずる
おそれのある疾病の種類 

前眼部障害、皮膚障害、中枢神経障害、気道障害、肝障害、腎障害、

循環器系障害、発がんのおそれの疑い、生殖毒性のおそれの疑い 

その症状 

眼の痛み、流涙、結膜充血、皮膚炎、皮膚掻痒感（かゆみ）、皮膚発赤、

頭痛、頭重、めまい、ふらつき、眠気、吐き気、嘔吐、食欲不振、知

覚異常、全身倦怠感、せき、息切れ、鼻水、鼻閉、鼻・喉の痛み、易

疲労感、黄疸、血尿、多尿、乏尿、むくみ、体重減少 

取扱い上の注意事項 

・貯蔵、取扱い作業場には洗眼器と安全シャワーを設置すること。 

 

 

・接触しないこと。飲み込まないこと。眼に入れないこと。ミスト、

 

・取扱い後はよく手を洗うこと。環境への放出は避けること。 

 

使用に際し、右の 
使用すべき保護具を有効に

使用すること。 

・防毒マスク（有機ガス用） 

・化学飛沫用ゴーグル 

・フッ素ゴム製の保護手袋、エプロン 

 

【掲示例】 

クロロホルムの場合 

対象物質：特別管理物質※１ 

①名称 

②人体におよぼす作用 

③取扱い上の注意事項 

④使用すべき保護具 

 改正前 

 対象物質：特定化学物質（全種類） 

①名称 

②  

③取扱い上の注意事項 

④  

⑤  

 

 改正後 

 

 

※1特別管理物質：特化則 38条の３ 

（現行 38条の 4）に規定する 44物質 

※ 2 特定の場所については裏面参照 



 

 

周知方法の柔軟化 

 特定化学物質作業に従事する全ての者にとって見やすい場所に掲示する方法で

あれば、掲示板による掲示のほか、デジタルサイネージ等（電子看板等）の電子

情報処理組織を使用する等の方法が認められるようになりました。 

※特定の場所とは？ 

 

１ 発散防止抑制措置に係る許可（「特化則６条の３許可」）を受けるために、局所排気装置等を設置せず 

 に特定化学物質の濃度を測定する場所 

２ 「特化則６条の３許可」を受けた場所で、濃度測定結果が第一管理区分でなかった作業場及び第一管 

理区分を維持できないおそれがある場所 

３ 労働者に必要な保護具を使用させなければならない次の作業場 

  ①  

 

  ②  

 

４ 「金属アーク溶接等作業」を行う場所 

５ 次の特定化学物質に係る作業環境測定の結果、第三管理区分に区分された場所 

 

 

６  

７ インジウム化合物等に係る作業環境測定の結果、気中濃度が 0.3μｇ/㎥以上となった作業場所 

８  

９ リフラクトリーセラミックファイバー等を用いて窯、炉等に断熱又は耐火措置を講ずる作業場所また 

は断熱等措置を講じた窯、炉等を補修、解体、破砕等する作業場所 

10 皮膚障害性物質（特化則第 44条第３項に列挙）を製造、取り扱う作業場所およびその周辺の作業場 

令和６年４月からの化学物質管理についてはこちらもご覧ください 

（R6.4.1～R7.3.18） 
※Q＆Aを確認後に問い合わせる 

 必要があります。 


